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報 文

微 生 物 の カ ロ チ ン 生 産 に 關 す る 研 究 （第 9 報 ）

NearosPora　SitoPhila　Conidia及 び カ ロ チ ン の 生 産 に

及 ぼ す 微 量 の 金 騒 鹽 の 影 響 に つ い て

石 井 隆 一 郎 （大 阪市立衞 生 研 究所）

〔1〕 緒 醤

　N ．S 菌の 力 ロ チ ノ イ ドCt　Conidia（Cn） の 形成 と 同時に ， そ の 細胞の な か に 生産 され る．從つ て カ ロ チ ン の

生蔑を増張せ し め るに は，Cn の 着生 を多 くす る事 とそ の なか の カ ・ チ ン を生 成せ し め る條件 と を ， 邁求する事

が主眼 とな る．從來 の 胞子培地 の 研究 で は ， 黒野 ， 藤田
1）は種麹製造 に お ける 木荻 の 効果 は ，主 と し て 無 機成 分

の 防腐劑的及び榮養的効果並 び に pH 調節能 に あ り， 特 に 加里及 び燐酸が 有効 で ある と し ， 三 輪
2）は 木茨 の Cu

，

Zn
，
　AI が 麹菌の 發 育及 び 胞子 の 形成 に 有効 で あ る と し て い る．こ の 他 GILBERT3 ）は Ca”，　Fe

’■
　fO：，　 KoFFLER4 ）

は NaCI 　O．4％が ，
　 MOYER 　and 　COGHILL5）は グ リセ リ ン ，酒 石酸鐵 ア ン モ ン が ，

　SHU の は Mn が何れ も Peni・

citlium の 胞子形成 に 有効 で あ る と報 じて い る．叉有馬 J 田中 ， 増田
7｝　lt　Penicitliumの 胞于形成 に は Cu は 著効

があ り Co
，
　Ba

，
　Ca

，
　Mg ，

　Zn ，
　Fe

”
，
　AI もや 丶 有効 で あ る と述 べ て い る．

　以 上 の 報告で 胞子形成 と そ の 色調に r）い て 報 じて い る の は 三 reepの 報告で あ る が ， 麹菌胞子 の 色 素 は 大 部 分

カ ロ チ ／イ ドで は ない．著者 は胞 子 培地と して 有効な金 屬元素が N ．sca の Cn 着生及び カ P チ ノ イ ド生産 に 及

ぼ す影響を 檢討す るた め 以下 の 窶験を行 つ た．

〔亘〕 實　驗 方 　法

　基本培地 と して は 次の 組成 の もの を選び，こ れに 添加す る微量 の 金

屬鹽と して CuSO4 ・5H20 ，
　ZnCI2 ，　MnC12 ・4H20 ，　Al（NOe ）8

・9H20
，

CO （NO3 ）2・6H20 等 の 各櫨濃度 の 液を用 い 夊 NaCl に つ い て はKO −

FFLER の の 報告もあり著者も前報
8》 に お い て C 皿 の 發芽促進 効 果 を認

め た の で 共 に檢討ナる事 とした ．

　 これ に 蒸溜水 を 加えて 100　ce とす る．培地組成及び 添加金 崗鹽は特

級又 は一級製晶 を夫 k 再結晶 を繰返 して 不 純物 を除去 して お く．寒 天

は 4 日間流承中に さ ら し後，蒸溜水 で よ く洗つ て お く．基 本培地に 各

種濃度 の 微量 の 金 屬鹽を加えて pH 　5，2 に 調整した培ng15cc宛 ， 乾熱

滅菌 シ ヤ ーレ に流 し入れ固化せ しめ た後 ， これ に Cn を無菌水 に 懸濁

分散 ， グ ラ x ウ ール 濾過 した 分散 Cn 液 を シ ヤーレ の 中央に移植す る．

Composition 　of 　the　Basal

Medium

in・・ ed ・・ n ・s

−CQ” ce

墅
τat ’° n

Soluble 　 starch

KNOsMgSO4

・7H20
KH2PO4

FeClsAgar

胃agar

510

．250

．510
−
Smol2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cn の 移植細胞數はヘマ チ ト メ ータ ーに

て 10萬 ケ前後 と し た．培養 は 發育並 びに 繁 殖逑度 を緩慢 に して 觀察 に 便ならし め るた め 低淵度 18〜2αC を 用い 8

日聞 行つ た．

　　　　　　　〔1〕 苜糸及び Cenldia の 生 産 並 び に そ の 色髑 に 及 ぼ す黴量 の 金諷鹽 の 影 響

　實験結果 は 第 ユ表 に 示 す よ 5で ある ．

促進効果 は → 没に 顳著 で はない が ，
Cu

，
Zn

，
　Mn 等 は 夫 々 効果的で Cu 　SO4 ・5H20 は4 × 1『 6

　Mol ％，　 ZnC12

は 5 × 1『 4mo ！％及び MnCla ・4H201tle
’“
s
　Mol ％tlミ有効 で あっ た．

　Al（NOs ）s・9H20 は そ の 効果 は 明らか で な く，
　 NaCI も菌糸 の 形 成に は 有効 で あつ た が Cn の 生蔑に は 到然 た

る 効果が み らilなか つ た．
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Table 　 1．E班ect 　of 　Metallic　Salts　Qn 　the 　Production　of 　Carotenoids　and

CDnidia　by 八「eurosPora 　 sitoPhila ．（1）

Cultivation
periods　 days 3

「
4　　 　　 　　 　 5
　 　 r
　 尸

6 8

．

Meta11icsa
置t8　mol ％

・ 1伽 CM 　 CnCMCnCM
　 rCnC

．
MC 皿 C

　　　　　　　 10
『
4

　　　　　　　 1『 5

　 　 　 　 　 2 × ユO
−
5

　　　　　5x10f
’
li

CuSo4 ・5H2010
’“
6

　 　 　 　 　 2 × 1『 6

　　　　　4 》く10
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6
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2　　十　 LO
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3　　2
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LO 　 5　 　3　 LO 　 6

LO 　 5　　3　 LO 　 6

LO 　 5 　　3 　 LO 　 6
LO 　 6　 　4　 0r 　 7
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LO 　 4　 　2　 LO 　 5

5　 0r6

　 0r6
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　 　0r5

　 0r5

　 0r7
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　 0r6

　 0r5
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　 0r4
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−
1
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4
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3 　2LO 　 53LQ 　 7

6　 0r6

　 0r6

　 0r7

　 0r6

　 0r6

　 0r
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」61 … 1・ 1・ 1・ ・

　　　　　　　　　　 M ； Mycelia
，
　 Cn ： Conidia

，
　 LO ； Light　Orange

，
　 Or ： Orange ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1V〕 微量の 金凰鹽 の 嫡踏 地 へ の 添加 効果

　以 上 で有勤 と認 め られた Cu，　Zn，　Mn の 鹽類とCo 及 び 食 鹽，木 炭等 の 麩培地 へ の添加効果 を β・th　Pt チ ン ， 総 ヵ

ロ チ ノ イ ド， Conidia生産の 面より檢討 した．小麥麩
．5g を ン ヤ ーレ に と り，こ れに 前寵の 金 屬盛 を 加 えた 綏衝

液 を 5　cc と り滅菌後培地 の 乾燥を防ぎつ N，
， 27℃ 前後 で 10　H 聞培養 ， その aj3MC（・　1　一一　2 日乾燥 し Cn を乾燥毛

筆 で はき とつ て 分析 に 供 した．本菌 Cn の 主嬰色素 は β
一力 卩 チ ン 及び リ コ ピ ソ で ある か ら 吸着用 ア ル ミ ナ．

（KK 　I叉は KK 豆） に ょ る 分 別 に 際 し て 伊 カ ロ チ ン に 隨俘 す る 色累 は β功 卩 チ ソ 部 と し ， リ コ ビ ソ に 隨伴す

る色素 を リ コ ピ ン 部 と し て 計算 した が リ コ ビ ン よ り上 部に 吸着 され る張 吸着性 の 色素 は 分別 し なか つ た．
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そ の 結果 は第3表に示 す如 くで Co
，
　C ロ

，
　Mn ，

　Zn は カ ロ チ ン の 生産に 有効 で Mn は熄 ヵ ロ チ ノ イ ド の 生蔑

増加 に も効 果的で あつ た。食 鹽及 び 木 荻 は 効巣を認 め るに 至 ら なか つ た ．殊 に 食鹽 は β・カ P チ ソ 部 は稍 々 減少

して い るに 反 して リ コ ピ ン 部は 壇加 し總 力 ロ チ ノ イ ド は 羯照 と變 らない 結果 を示 した． こ れ は培養 カミ長期に

わた る と食鹽及 び 木友共 に培地 の 水 分が不 足 し，從 つ て そ の 滲 透壓 を高 め生 體 内 に お け る カ ロ チ ン 合成 反 應 を阻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 害せ し め た事 に 起因す る もの と考
　 　 Table　 2．　 Effect　 of 　 Metallic　Salts　 on 　 the　 Production　 of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 えられ る．第 2 表 に おい て Co（N
　　　 Carotepoids 　and 　Conidia　by　Neurospora 　sitophila ．（II）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 03 ）2 ・6H20 の 11ng％添加區がβ

・

Metallie　 salts

　　 mg ％

Co （NO3 ）26H20

甼

CuSO4 ・5H20

1

10

1

ユ0

β
一・Carote 買ユe

fraction
　 mg ％

MnC12 ・4H20

NaC1

63．559
．855

．0
峠 59．455

．952

．458

．0
箭 55．562

，663
．155

．7ee60

．5

ー

40．543

．842

．Oee42

．1

20

44．267

．O
解55．6

　　146．9
　　…　 65．9
2°°

｛59・・

　 　 　 　
N57 ．5

　　 1

500

ZnCl2

6 ．8

銘

42．544

．249

．7ee45

．562

．558

．861

．8
静61．159

．469
．464

．1
斎 64，3

1、ycope ロ e

fraction
　 m9 ％

34．823
．030

．829

．539

．124

．320

．027

．832

，825
．332

．330

。143

．819

，629

．731

．061S36

．949
．459

．945

．723

．042

．953

．554

，126

，044

．525

．426
．522

．824
．942

．524

．029

．03

ユ．8

・・鰯朔腰
dね

98．382
．885

．888

．995

．076

．978

．083

．395

．488

．488
．090

．684

．363

．471

。773

，1106

．0103

．9105
．0106

．8111

．682
．8100

．496

．098

．375

．790

．087985

．484

．686

．0101

．993

．493

，196

，1

8．37

．67
．87

．98

．46

．68

。07

，76

．16

．87
．26

．78411

67777

．06

．66
．8

　　 カ ロ チ ン 生産 ｝こ 有効 で あ る事 が

　　明 らか に なつ た が Co は V ．　B12 の

　　分 子講成 元素と して B コ2 生産 に必

　　須 の 元 素 で あ り本菌は糸默菌類中

　　で は最もB12生蔑力の 強 い 菌株 の

　　一で あ り且 B12 と カ ロ チ ン の 併

　　用が動 物 の 生 長 並 び に ヵ Pt チ y

　　の 體内利用犖を高 め る との 報告
9）

　　 に か ん が み Co（NOs ）2 ・6H20 の

　　 カ ロ チ ン 及 び B12 生産 に 及ぼ す

　　影響 を檢討 した が 丁詑 の 如 く β・

　　 カ ロ チ ン の 生 産 に は 0 ．08mg ％

　　（麩 に 野 し て ） で 充分で あ りB12生

　　壼 に は 麩培地 へ の Co 添加効果 は

　　認 め られ な か つ た ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Bt2　r％

NeurosPora 　 sitoPhila 　Conidia　9．6

　　麩 培　養 物　　 　　　 6．8

　 　 Table 　3．　 Effect　of　CO （NO3 ）2 ・

　 　 　 　 　 　 　6H20

7．06

．47
．06

．8

CONO32 ・
　 6H20
　 mg ％

2087766

ρ
0

βcarotene

fractien
　 mg ％

0　　 　 　　 　 50．2

0，04　　　　　　54．1

0．08　　　　　　　63．0

0 ．4　　 　 　　 63．0

2 ，  　　　　　　61．8

7，06

．67

．67

．110

．08

．08

．08

．7

　　　　 〔v〕 總．　　 括

　 湖 eurosPora 　sitoPhita の β・力

ロ チ ン ，總 力 卩 チ ノ イ ド 及 び

Conidia の 生 産に 及 ぼ す微 量金 騎

鹽 の 影響 を檢討 し 次 の結果をえた．

　供試金囲鹽の
「
）ち Co （NOu ）2・

6H20 ，　CuSO4 。5H20 ，　 MnC 工24

H20 ，　ZnC12 は ヵ 卩 チ ソ の 生産

に 有 効で あつ た が A1 （Ne3 ）2。9

H20
，
　 NaCi

， 木荻 は効果を認 め る
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Ash 　 ofwoods

Control

1000

5000

0

52．651

．0
静 51．854

．050

．0
静52．O47

．859

．749

．6
管52．4

16．120

．518
．317

．019

．518

．333

．232
．335

．999
．8

68．771

．570

． 

71 ．069

．570

．381

．092
．085

，586

．2

4866666

．06

．26

．17

．47

．06

．67

．0

靴 Mean 　 value

に い た らなか つ た．そ の 促進効果

の 最適濃度 （mg ！loOg培地）は Co

（NOs ）2・6H200 ．08
，
　CuSO4 ・5H

201
，
MnCls ・4H2020

，

1

　ZnC1 　2・　6．8

で あつ た．jl　Co （NOs ） 2・　6H20

及 び ZnCI21 ま Conidia の 收量増

加 に も効果的 で あつ た．

　終女台御指導 と御鞭撻を賜 わ りま
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Trichoderma 肋 η勿痔 に依 る繊維毒分 解

外 山 信 男

（第 3 報 ）

（宮崎 大學農學部 農業化學科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　言

　Trichodertna 屬 は 世界 的 に 分布 し土 壌特 に 酸性土壤中に 極 め て 豊富 に生存す る糸駅菌で あ る．該菌は有機物

分解力が強 く枯死直後 の 叉は 衰弱 せ る植物に 繁殖し植物 の 根部，木材裹 面，貯藏中 の 甘藷等 に 屡々 認 め られ る
1）．

且 該菌は Penicitlium陽等 と並 ん で 典型的な繊維素分解菌2）3） で 土壤の 腐随形 成 の 要因 と もなつ て 居 る．更 に

Trichodervna 濁糸状菌 が 諸鍾植物病原菌に 優性 な拮抗作用を示 し1） 4）病薗を襲い その 菌糸に 自己 の 菌糸を 密着

せ しめ 病菌の 細胞内容物を 吸 收 した り　
S）　− ke

’
の 有毒物質を分 泌 して 病菌 を tt’PEせ し め ろ場 含 が 知 ら れ て 居 る

6〕．

　該菌 の 培 養液か ら他 の 糸歌 菌 に 有毒な る物質が 分離 され て 屠 る 7）が 高等 掖物 に も影響を及 ぼ す物質 も認 め られ

て 居 る
4）．現在 Trichoderma 屬は 上 記 の 性質 の 爲種 々 な植物病原菌に 對する生物學的防除 に 隲用 され る の みで

ある が著者は 自然 界に．於 け る該菌 の 生 活默態 よ り相當強力な る Cellulase を 有す る こ と並 び に 甘藷表面 で の 生 育

状況 か ら Amylase を も有す る こ と を豫 想 し既 に Cellulase に 就 て は 賑用上必 要 な基礎的事項 を報 告 し た 8−］o）．

　土壌中に 最も普通の 糸獣菌は AsPergillus，　Penieillium，　RhizoPus，　Mncor ，
　F”sarium ， 並 び ｝1 　Trichoderma

各屬で あるが 現在迄農産製造特 に 醸酵 方 面 に は 獨 り Trichoderma 屬 が憑用の 例 を見 ない ．後詑 の 如 く Cupra −

mmonium 　Rayon 或 は 無蒸煮澱粉粕 よ り短期間に 相當 量 の Glucose を生 ず る該菌 の 麹抽 出濾液 の 作用 を 示 し

該菌 の 新な應用 の
一

端 と爲 し度 い ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 貿　驗　の 　部

　Trichoderma 　koningiの Cellulase　lま既報
lo）の 如 くその 測定法 に 於け る濾紙 の 崩膿匿 と BERTRAND 氏試藥

の 渥元性 （G 工ucose 生 成）に 於て 甚だ 強力な もの で あ るが 該酵素 の 懸用上 如何なる條件下 で 最 も張力な Cellulase

作用が 得 ら れ うか 冥 先 決 問 題 で あ る．從 來 の 著者 の 研究 に 於 て は 液 内培 養法 を採用 した が こ れ は該 法 で は 基 質 と

して 用い た 木 綿繊維 が該菌に 依 り微細な繊維嚼 と され る現象 に 注 目した 爲に 仙 ならぬ ．しか し從來 の 經験に 依れ
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